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團
一勢
調
査

の
性
質

に
國観

て

第
三
十
伽
倦

七
二
二
.

第
四
聴
脚

九
八

國

勢

調

一査

の

性

質

に

就

て
.岡

崎

文

規

統
計

學
史

⊥

か
ら
見

て
、
濁

逸

に
於

て
は
、
國
寡

額

著
事

項

の
記
越

的
衷
章

を
其

の
身

上
と

せ

る
所

謂
大
學

派

統

計
學

(q
包
く
費
。。算
鮮
霧
富
叶響
穿
)
に
射

し
、
「
数

字

の
奴
隷
」
(N
p
三
φ
三
白
8
算
)
と

ま

で
悪

罵

さ
れ

つ

、
、
敷
字

閉

表
章

を
重

ん
じ

た

る
所

謂
荷

表

派
統
計

塁

ぎ

・
=
・
曇

曇

パ
)や

、

英
國

に
於

け

る
所

謂
政
治
算

術

派

(℃
。
葦

.
、
一

〉
「三
ρヨ
①
膏

)
の
登
達

す

る

に
至

っ
た
の
は
、
漸

く
十
六

世
紀

の
事

に
属

す

る
が

、
行
政

的

目
的

に
基

く
統

計
調
査

は
、
近

代

の
科

學

的
調
査

方

法
か
ら
見

れ
ば
、
言

ふ
迄

も
な

く
、
極

め
て
幼

稚

な
も

の
で
あ

っ
た
に
違

び
な

い
け

れ

ど
も

、
西

暦
紀

元
を
遙

か

に
遡

っ
て
、
既

に
敷
千

年

の
昔

に
も
實

施

せ
ら

れ
た
史
實

が
存

し

て
み

る
。
人
類

の
肚

會

的

集
團

の
原
始

的
形

態

は
、
大
家

族
制

に
よ

置
分
散

的

組
織
膿

で
あ

っ
て
、
其

の
構
成
員

は
三
十
人

乃
至
精

≧
二
百

.

人

に
過

ぎ
な

か

つ
鵡
。
原
始

蔵
會

に
在

っ
て
は

、
人

類

は
全

く
自
然

の
強

制

の
下

に
立

っ
て
る
て

、
自
然

が
任

意

に
提

供

す

る
生

活
資

料

の

み
を
利
用

し
得

る
受
働
的

地
位

に
置

か

れ
て
み

た

か
ら
、
常

に
水
草

を

逐
う

て
彷
徨

す

る
必
要

に
迫

ら

れ

て
み
た
爲

め

に
、
そ

れ
よ
b

も
大

な

る
肚
會

的
集
團

の
構

成

は
不
可
能

で
あ

っ
九

の
で
あ

る
。
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c7

そ
し
て
か
～
る
赴
骨
的
集
圏
は
自
律
的
政
拾
囲
鰹
と
し
て
は
極
め
て
小
さ
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
､
略
に

歳
計
調
査
の
要
求
も
費
生
し
得
な
い
状
態
に
在
っ
た
の
で
あ

る
が
'

生
活
資
料
に
封
す
る
人
口
教
の
過
剰
は
必

然
に
生
産
経
済
の
階
梯
を
招
魂
L
t
そ
し
て
定
住
的
農
業
経
済
制
度
の
成
立
は
'
之
と
同
時
に
分
散
的
原
始
敢
骨

;.

髄
の
統
令
に
よ
る

1
つ
の
国
家
的
社
食
の
馨
生
を
件
か
'
こ
,̂
に
於
で
'
tJ
の
国
家
は
'
国
家
経
皆
の
基
準
を
確

立
す
る
に
骨
っ
て
'
行
政
'
人
口
'
経
済
等
の
構
成
を
統
計
的
に
明
ら
か
に
す
る
事
が
必
要
と
な
り
､
統
計
と
国

家
と
は
極
め
て
密
接
な
る
関
係
に
立
つ
事
と
な
つ
L7
0

こ
の
行
政
統
計
で
最
も
古
き
世
界
約
記
巌
は
'

1.
殻
に
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
産
に
徒

へ
ば
'
農
業
状
態
#
Lに
圃
民

の
鷹
取
姫
力
を
判
断
す
る
虜
め
に
､
紀
元
前
二
巧
〓
!fLu
q
=
ロート
二
二

二
二
1-
▲̀二
見
N
ll.L
!嘉
三
十
八
年
)
に
東
郷
に
於
て
貨
施
せ
ら
れ
小l

る
人
口
調
査
で
あ
禦

之
に
次
で
我
国
に
於
で
も
･
そ
れ
は
全
国
的
の
も
の
で
は
な
か
つ
Ll
が
,
紀
元
前
六
六
〇

年
及
び
八
六
年
に
､
人
口
統
計
調
査
が
草
薙
せ
ら
れ
'
殊
に
後
者
に
在
つ
て
は
人
口
の
年
齢
､
髄
性
'
職
業
等
も

調
査
せ
ら
れ
Ll
の
で
あ
っ
i3
･
ま
た
ベ
ル

シ
ア
に
於
で
は
'
紀
元
前
五
〇
〇
年
頃
に
'
戦
時
租
税
の
課
賦
上
･
人

口
調
査
を
貿
施
し
､.
萄
約
尊
書
に
は
T.
モ
ー

ゼ
が
シ
ナ
T
山
に
於
で
'
彼
の
解
除
を
調
査
せ
る
記
鋸
が
あ
る
0
佃

は
租
税
衷
並
に
財
産
毒
帳
を
製
作
す
る
目
的
か
ら
'
ギ
リ
シ
ア
に
於
て
国
勢
調
査
を
寅
雄
し
た
の
は
紀
元
前
五
〇

〇
年
頃
の
事
に
属
し
て
ゐ
る
｡
殊
に
古
代
ロ
ー
マ
に
於
け
る
統
計
調
査
は
注
目
に
伍
す
る
も
の
で
あ
っ
て
'
特
に

S

e

rvius
T
u
lliu
s

は
静
態
人
口
を
回
締
約
に
質
査
し
た
.
こ
の
セ
ン
サ
ス
は
徴
兵
と
微
税
JJ
を
其
の
目
的
と
し
､

其
の
調
査
技
術
は
非
常
に
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
'
各
人
の
現
住
地
､
出
生
地
を
調
査
し
た
以
外
に
'
更
に
奴
隷

閲
勢
調
査

の
性
質
に
就

て

第
三
十
g
[巷

七

二
三

第
四
耽

九
九
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国
勢
調
査

の
性
質

に
就
て

β
.第
三
十
四
巻

七
二
四

第
四
號

一
〇
〇

敷

(
從
來
の
統
計
調
査
で
は
奴
隷
は
問
題
じ
。
れ
た
か
っ
た
が
)
を

も
明
ら

か

に
し
、
く
盛

)鼠

m
昌

の
紀
元

七
十

二
年

ま

で
、
五
年

目
毎

に
調
査

を
繰

り
返

し
た
と
言

ふ
事

で
あ

る
。

然

る

に
中

世

に
於

て
は

、
こ
の
統
計

調
査

は

一
般

に
衰

退
し
、
諸

都
市

に
於

け

る
個
別
的
統

計

調
査

の
外
、
之

を

国
家

的

に
實
査

さ
れ

た
事

例

は
極

め
て
稀

で
あ

る
。

し

か
し
十

八
世

紀

に
入

る
に
及
ん

で
、
統
計
調
査

は
、
各
国

に
於

て
、
再

び
問

題

と

さ
れ

る

に
至
り

、

一
七

一
九

年

に
は

、
プ

ロ
イ

セ

ン
に
於

て
、
人

口
並

に
職
業

階
級
統

計

が
製

作

さ
れ

、
ま

た

…
七

五
三
年

に
は
、
オ
ー

ス
ト

リ

ア
に
於

て

ッ
掴
膏

同
澤
8
垂

の
人

口
調
査

が
實
施

せ
ら

馬
、

更

に
ア
メ

リ
カ
合

衆
国

は

、
租
税
分
澹

の
割
常

並

に
徴
兵

の
目
的
上

、

一
七

九

〇
年

に
第

一
回
国
勢

調
査

を
實
施

し

た

の

で
あ

る
。
十

九
世

紀

に
入

る
に
及

ん

で
、
漱

洲
諸

國

は
何

れ
も
國
勢

調
査

を
實

施

し

、
例

へ
ば
英

國

は

一

八
〇

一
年

、
「
佛
國

も

一
八
〇

一
年

、
ー
ノ
砲

ル
ウ

工
事

は

一
八

一
五
年

、
オ
ー

ス
ト

リ

7
は

一
八

.一
八
年

、
オ
ラ

ン

ダ
は

』
八

二
九
年

に

、
第

一
回
國

勢

調
査

を
實

施

し

て

み
る
。

こ
れ
等

の
統

計

調
査

は

一
画

の
肚
會

状
況
叉

は
人

口
構

成

を
数

字

的

に
表
章

せ
る
も

の

に
拘

ら

す
、
決

し

て
近
代
的
統

計
調
査

の
要
求
を
充

し
得

る
も

の
で
は
な

く

し

て
、
天

四

六
年

、

ケ
ト

レ
ー

の
努

力

に
よ
り
、
窟

ギ
ー

に
於

て
實
施

せ
ら

れ
た
る
国
勢

調
査

を
以

っ
て
、
科

學

的
統
計

調
査

の
箋

で
あ

・
と

」

般

に
信

ぜ
ら

れ

て
る

る
漕

」
れ
は
何
故

で
あ
ら
う

か
・

畳

古
代
に
於
け
る
統
計
調
畳

の
結
果
は
十
分
に
信
頼
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
鮎
に
關
し
て
種

主
な
る
意
見

が
覆
表
せ
ら
れ
て
み
る
が
、
統
計
學
角
観
念
の
未
だ
全
く
萌
芽
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
古
代
の
数
字
材
料
が
信
頼
す

Fircks,F.,Bev61kerungslehreundBev61kerungsp⊂,上iti1{.1898.S.21.
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」。

に
足
ら
な

い
事

は
、
寧

ろ
當
然

の
事

で
あ

・
と
言

は
ね
ば

な
ら

な

い
。
科

學

と

し
て

の
統

計

論
は

・
其

の
概

念

離
礁
襟
蕪

欝
へ総

　
聾
贈

れ
て
ゐ
、
に
拘
ら
す
、
統
計
的
研
.究

鋳

し
て
も
、
ま
た
統
計
論
嬉

し
て
も
、
同
じ

く
貴
募

る
意
義
を
有
っ
て

み
る
静
態
人
口
の
科
學
的
調
寡

容
易
に
進
歩
し
幾

つ
た
書

は
、

一
見
、
極
め
て
不
塁

に
戚
ぜ
ら
れ
・
・

薦

慰

撫

　纈
購
灘
幣灘
　綴

欝
欝
卿艦撫

の
爲
め
の
み
に
實
査
さ
れ
.。
事
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
て
、
必
享

行
政
的
曇

件

っ
て
ゐ

一

の
で
　

寧

騰

搬

。っ
行
政
曽

的
に
夢

さ
實
査
さ
れ
た
・
統
計
調
査
の
藁

を
統
計
的
饗

に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
方
が

善

鮒

適
切
で
あ
ら
-
.
・
か
し
其
の
利
用
の
曇

何
で
あ
ら
…

、
そ
れ
が
統
計
調
査
で
　

以
糞

の
彙

欝

"
艦

の
信
頼
性
を
確
保
す
る
薦
め
に
は
、
必
享

科
學
的
に
承
認
さ
れ
ξ

統
計
調
査
法
に
養

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

瀦

㎏
鴛

難
請

い
。
然
ら
ぎ

⇔
限
り
其
の
調
査
結
果
は
統
計
又
は
統
難

字
と
し
て
受
最

・
課

に
行
か
な

い
も
の
で
あ
る
・
従

来
、
ヶ
ト
レ
ー
が
國
勢
謹

に
於
け
る
科
學
的
調
叢

を
確
立
し
、
次
い
で
国
際
統
計
墓

が
其
の
採
用
に
勢

か
の

國
勢
調
査
。
讐

。
就
。

第
三
+
饗

七
二

五

第
四
號

一
2



国
勢
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査

の
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に
就

て

第
十
三
四
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七
二
六

第
四
號

一
〇

二

す

る
に
至

る
ま

で
、
各
國

の
國
勢

調
査

は
其

の
調
査

方
法

に
深

く
考

慮

を
彿

ふ
事

な
く
し

て
、
全

く
便

宜
主
義

に

擦

っ
た
も

の

に
非
ら

ざ

れ
ば

、
調
査

方
法

は
極

め
て
不

完

全
な
も

の
で
あ

っ
た
。

欧
洲

の
人

口
静
態

統
計

に
於

て
も
、

一
般

に
中
世

ま

で
は

、
竈
撒

叉

は
住
居
数

を
實
養

し

、

一
寛

文

は

一
佳

居

に
射

し

て
推

定
李

均
家

族
人
口貝
…数
を
乗

手

る
事

に
よ

b
、
間
接

に
人

口
数

を
推
計

し
た

の
で
あ

る
。

こ

の
方
法

に

ま

る
時

は

、
人

口

の
構

成
(年
齢
、
騰
性
、
職
業
)
に

つ
い
て
何
等

の
知
識

を

も
明

ら

か

に
な
し
得

ざ

る
の
み
な
ら
す

、

人

口
敷

其
春

も

、
推
計

的

で
あ

る
以
上
、
決

し

て
正
確

な

も

の
で

ぽ
な

い
。
ま

た
戸
籍

帳
簿

に
基

く
入

口
調
査

も
、
從

坤

來

幾
多

の
國

に
よ

っ
て
貴
施

せ
ら

れ
、
我
国

は

.
實

に
大

正
九
年
第

一
回
国

勢

調
査

の
實
施

を
見

る
ま

で
、

こ

の

方
法

を
踏
襲
.し
来

た

つ
た
の

で
あ

る
。
戸
籍
事

務

に
は
、
出
生

、
死
亡

の
届

洩

れ

に
よ

る
誤
謬

が
存
在

す

る

の
み

功

な

ら
す

、
入
寄

留
並

に
出
寄
留

に
關
す

る
記
録

は
全

く
信
頼

す

る

に
足
ら

ぬ
も

の

で
あ

る
か
ら

、
交

通

の
盛

な

る

今

日

に
於

て
は
、

こ
の
戸
籍

帳
簿

に
基

く
人

口
調
査

は
決

し

て
適

當

な
も

の
で
は
な

い
。
之

に
加

へ
て
、
入

口

の

経
済

的
構
成

を
明
、ら

か

に
な
し
得

ざ

る
貼

も
、

こ
の
調
査

方
法

の
救

ふ

べ
か
ら
ざ

る
訣
貼

で
あ

る
と
見

る
事

が
出

来

る
で
あ
ら

う

つ

,

'

何
故

に
、
久

し

く
、
か

～
る
不

完
全

な

る
統
計

調
査

が
持
続

さ
れ
來

た
っ

た
か

に

つ
い
て
は

、
理
由
が

な
け

れ

ば

な
ら

な

い
。
國
家

の
行

政

は
、
殆

ん

ど
凡

て

の
場
合

に
、
純
計

的
機

能

の
活
動

を
必
要

と
し

て

み
る
で
あ
ら

う

が

、

し

か

し
、

こ
の
統
計

的

機
能

の
程
度
及

び
種
類

ぱ

種

1
な

る
形

態

に
於

て

存
在

し
得

る
も

の
で
あ

っ
て
、

殉

峯

ω6
三
臼

は

之

を

(
一
)
離

脱

せ

ざ

る

行

政

統

計

(
三
}

什
碧

・。
ロq
集

韓

Φ

<
¢
「
二
、接

∈
弱
。。
ω
聾

一・。
鼻

)
と

(
二
)
離

脱

せ

る

9)
10)

、%olkszahlungenMariaTheresiasandJos〔;f11・1%5」 一 ・1790,19094z詳 述 さ オし

て み るo

-Meyo-Smith,R.,Census=Palgrave,sDictionary・Vol.T.p・243・

Mayr,G・,Stat・u・Gescllschaftslehre・Bd・2・2・AtL日 ・1926,S・17・

.,▽olkszAhlungen.正Iandwδrterbuch・1.Staatswiss.Bd.8.4.Aufl.Winkler,W

5.85ア.Hiess,F.,Meth〔}dikder、 ア01ksza11[urlgenレ1931・S・1・



行
政
統
計

(四
。の・9。
一ひ・。叶。
<
Φ
.'く曽
犀
.…

ωω・四
聖

・)
し・
に
分
類
・
、
後
者
を
更

三

募

麓

せ
る
行
政
統
計
と
先

金

勝

せ
る
行
政
統
計
と
長

分
』

し
み
・
。
農

芸

・
行
政
統
計
と
言
ふ
の
は
・
行
政
纂

の
結
果
乏

に
馨

し
て
自
然

星

ず

⇔
行
政
統
計

で
あ
っ
て
、
例

へ
ば
徴
税
霧

は
、
其
の
結
果

と
し
て
自

然
に
租
税
統

計
を
生
。
、
ま
た
出
生
、
死
亡
箸

關
2

戸
籍
霧

は
、其
の
彙

と
し
て
、自
然

に
人
。
潔

統
計
を
集

る
・

.」
の
場
合
、
行
政
統
計
籠

は
、響

の
統
計
窺

に
基

い
て
活
動

す
・
も
の
で
は
な

い
・
然

・
に
離
脱
せ
る
行
政

統
計

.』
在
っ
て
は
、
行
政
統
計
籠

薯

縞

立
の
護

行
爲
で
あ
・
.
・
の
内

で

一
幕

麓

せ
る
行
政
統
計

は
、

一
般
的
行
政
行
爲
に
夢

数
字
材
料
に
閲
し
て
、
其
の
統
計
機
能
の
方
法
鍵

麓

駈
拍
生
霞

こ
'
、
ご
D

　

　
　

　

ノ

　

ヨ
コ

ち

ほ

　
コ

ろ

ら
を

イ

し

ロ

ご

み
響

の
立
場
議

め
ら
駐

.、
も
の
で
あ
っ
て
、
蕪

帳
響

孝

合

嚢

の
如

き
其
の

一
例
で
あ
る
・
之

に
謝
し
て
完
舎

離
脱
せ
・
行
政
統
計
は
、
其
の
統
計
籠

に
つ
い
て
、本
来
の
叢

行
爲
か

ら
完
舎

分
離
し
・.

全
、
翌

の
統
計
行
蓼

な
し
得
る
も
の
で
あ
・
。
從

っ
て
ミ

に
於
て
、
.行
政
統
計

に
關
す
義

自
の
窺

が

制
定
せ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
行
政
統
計
機
能
は
、
被
調
査
者
に
射
し
て
・
曝
削
晦
ミ

震
り

'f
き

ゴ

　

サ

二

二
　

ぎ

リ
ュ
じ

ば

　

ま

が

　
ノ

ノ

く

ロ
リ

ゾ

て
作
用
す
・
。
.、
の
例
を
近
代
的
国
勢
調
査
に
於
て
見

・
表

出
來
・
・
行
政
統
計
は
・
離
脱
芸

る
も
の
か
ら

一
幕

讒

せ
・
も
の
へ
、
更
三

部
分
騰

芸

も
の
か
ら
完
書

勝

せ
る

も
の

へ
と
震

す
る
も
の
で
あ

、
が
、
人
口
馨

調
嘉

、

一
部
分
離
脱
せ
・
行
政
統
計
か
ら
、
翁

に
、
完
舎

離
脱

せ
る
復

統
計

へ
推
移

し
響

い
で
、
難

多
き
統
計
結
果
を
以
っ
て
甘
じ
來

つ
た
番

は
種

話

・
で
あ
ら
う
が
・
就
中
・
國
翁

査

に
閲
す
。
科
學
的
方
法
の
確
立
し
て
み
な
か
つ
量

と
、

一
般
申
告
義
薯

の
國
勢
調
査

に
騙
す
る
羅

の
敏
如

畢

調
査
}の
笠
菅
　に
就

て

第
三
十
四
巻

七
二
七

第
四
號

一
〇
三

鴇

㎝翻

纏

..冊
諸
,q
聡

叡

誼

磁

路

影

踏

川
錨咽
濾

H

12

13

14

、5

切餅貯欝配謙燃欝灘
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國
勢
〃調
査
の
性
質

に
就

て

第

三
十
四
巻

七
二
八

第
四
號

一
〇
凹

し
て
る
た
事
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
国

に
於
て
も
国
勢
調
査

の
必
要
は
既
に
明
治
三
十
年
ご
ろ
よ
り
識

者
の
間
で
高
調
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
・
そ
し
て
政
府
も
亦
其
の
必
要
を
雰

に
認
め
た
の
で
あ
っ
嘉

、
調
査

方

法
が
確

立

し
且

つ
萬

般

の
準

備
が

完
成

す

る
に
非

ら
ざ

れ
ば

、

こ
の
国
家

的
大
事

業

も
失

敗

に
騙

す

る
事

を

、

政
府

は
最

も
恐

れ
た

の
で
あ

っ
た
。
若

し
國
勢

調
査

の
結

果
が
不

正
確

な

も
の
と
な

る
な
ら
ば

、
戸
籍
帳

簿

に
基

く
人

口
調
査

の
結
果

と
何
等

選

ぶ
所

が
な

い
で
あ

ら
う
。

調
査

方
法

が
完
備

し

て

み
な

か

つ
忙
爲

め

に
、
国
勢

調
査

が
失

敗

に
帰

し
た
例

を

、
先
づ
英

図

の
国
勢

調
査

に

於

て
見

る
事

が
出
家

る
。
即
ち

一
八

〇

一
年

の
第

一
回
國
勢

調
査

に
於

て
は
、
職

業

に
關

す

る
正
確

な

る
概

念

的

決

定

を
敏

い
で

る
た

の
み
な
ら
す

、
申
告
義

務
者

は
各
個
人

な
り
や

或

は
世

帯
主

な
り
や

も
明
白

に
し

て
置

か
な

か

っ
た
爲

め

に
、
調
査

結

果

は
登

く
失

敗

に
騙

し
た

の
で
あ

っ
た
。

ま
た
濁
逸

關
税

同
盟

に
於

て
も

、

一
八

三

四

年

、
關
税
収

入

を
、
關

税
同

盟

に
加

盟

せ

る
諸
聯

邦

に
、
其

の
入

口
敷

に
比
例

し

て
分

配
す

る
爲

め
に
、
入

口
調

査

を
實
施

し
た
が

、
其

の
人

口
は

一
種

の
本
籍

人

口

で
あ

っ
た
が
爲

め

に
、
本
籍

を
有

せ
ざ

る
現
在
者

が
除

外

さ

れ

、
反
甥

に
本
籍

を

有

す

る
不

在
者

が
混

入

さ
れ

る
事

と

な
り
、
其

の
利
用

目

的

に
適
合

せ
ざ

る
結

果

し
か
得

ら

れ

尉

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

以

上

、
私

は
、

一
国

の
静
態

人

口
を

正
確

に
測

定

す

る
手
段

上

し
て
、
古

く
行

は
れ

た
種

ヒ
な

る
便

宜
的

調
査

方

法

の
全

く
信
頼

す

る

に
足
ら

ぬ
こ
と
並

に
国
勢

調
査

の
結
果

も
.
其

の
確

實
性

に
於

て
、
ま

た
其

の
信
頼

性

に

於

て
、
科

學

的
存

在

の
償
値

を
肩

つ
翁

め

に
は
、
先

づ
国
勢

調
査

の
性
質

、
調
査

方
法

及
び
其

の
技

術

に
關

し

て

i6)
17)
i8)
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十

分

な

る
概

念

的
定
義

の
確

立
を
必
要

と
す

る

こ
と

を
述

べ
た
。

し
か

し
國

勢

調
査

に
於

け

る
方
法
並

に
技

術

に

關

す

る
各
個

の
問
題

の
攻

究

は
他

日

に
譲

り

、
本

稿

で
は
、
主

と

し
て
國
勢

調
査

の
性
質

に

つ
い
て
考
察

し
震

い

と
思

ふ
。
こ
れ
国
勢

調
査

論

の
出
登
鮎

で
あ

る
と
信

ず

る
か
ら

で
あ

る
。

三

.

国
勢

調
査

が

一
種

の
統

計

調
査

で
あ

る
事

は

特

に
説

明

を
要

し
な

い
で
あ
ら

う
。
國
勢

調
査

は
、
其

の
結
果

と

も

へ

し

て

、
人

口
静

態

に
關

す

る
統

計

の
獲
得

を
期
待

し
て

み

る
。

(註

一
)
こ

の
統
計

は
、
蜷
川
氏

の
用
語

に
從

へ
ば
、

人

口
静

態

,
大

量

の
構

成

を
示

す
統

計

系
渕
」
で
あ

っ
て
、
且

つ
「
解

析

的
統
計
系

列

}の
構
成

の
爲

め
の
素

材

を

な

す
事

を

目
的

と
し

て

み

る
。
統
計

的
研
究

は
、
「
解
析
的
統

計
系

列
」
の
構

成
叉

は
之

に
基

く
研
究

で
あ

る
と
言

ふ

事

が
出
来

る
が
、
其

の
素

材

は
「
大

量

の
構
成

を

示
す
統
計

系

列
」
で
あ

る
か
ら

、

こ
の

「
大

量

の
構
成

を
示
す
統

計
系

列
」
が
確

實
性

と
信
頼

性

と
を
鉄

い
で
る

る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
基
礎

と

し

て

の
み
可
能

で
あ

る
統
計

的
研
究

も

失

敗

に
終

ら

ざ

る
を
得

な

い
で
あ

ら

う
。
「
大

量

の
構
成

を
示

す
統
計

系
列

」
を
不

用
意

に
利
用
し

た
爲

め

に
、
極

め

て
複
雑

な

る
統

計

方
法

の
援
用

に
基

く
統
計

的
研
究

も

、
結

局

、
数

字

的
遊
戯

以

上

に
出

て
み
な

い
實

例

を
吾

亙
は
屡

≧
見

て
み

る
。
統

計

調
査

の
結

果
を

.
統

計

的
研
究

の
素
材

と

し

て
見

る
時
即

ち

「
大
量

の
構

成

を
示

す

統

計
系
列
」
を

「
解

析
的

統
計

系
列
」
と

一
聯

の
關
係

に
於

て
見

る
時

、

こ

、
に
初

め
て
、
統
計

調
査

の
特

に
重
大

な

る
使
命

を
蔵

す

る
の

で
あ

る
。
統
計

調
査

の
結

果

に
謝

し
て
確

實
性

と
信
頼
性

と
を
期
待

す

る
の
も

こ
の
理
由

に
基

い
て

み
る
。
從
來

、
統
計

的
研
究

の
結

論

を
し

て
敢

て
豫
期

す

る
塵

の
事
實

に
合

致

せ
し

め
ん
が
駕

め

に
、

国
勢
調
査
の
性
{買
に
就
て

第
三
十
四
巻

七
二
九

第
四
號

一
〇
五

19)蜷 川虎三氏、統 計利用の意義 と問題、経済論叢第三十三巻 第二號一 〇八頁。



囮
一勢
調
木
見
の
性
謄
具
に
就

て

{弟
三
十
四
巻

七
三
〇

第

四
號
…

一
〇
六

統

計

調
査

に
於

け

る
調

査
事
項

の
概

念

を
決

定

す

る

に
當

っ
て
ゐ
故

意

に
不
當

の
定
義

を
下

し

た
も

の
と
疑

は

れ

る
が
如

き
事

例

も
少

な

く
は
な

い

で
あ
ぢ

う

。
例

へ
ば
濁
逸

の
失

業

調
査

に
在

っ
て
、
煽

動

的
効

果
を

件

は
し
む

る
爲

め

に
、
勢

働
組

合

が

、
殆

ん

ど

一
致

せ
る
時
鮎

に
、

同

一
地
域

に
於

て
途
げ

た

る
失
業

調
査

の
結

果

が
、
都

鋤

市

調

査

の
結

果

に
比

較

し

て

、

著

し

き
大

差

を

示

し

た

が

如

き
之

で
あ

る
。
(尤
も
勢
働
組
合
の
側
か
、b
言

へ
ば
都
市
調
査
の

紙
果
が
不
常
で
あ
・φ
と
言
ふ
で
あ
・b
う
。)術

ほ
統

計

の
不

正
確

は

、

か

、

る
故

意

に
基

く

も

の

、
外

に
、
観

察

の
不

備

に
基

物

く
場

合
も
少

な

く
な

い
.が
臨
何

れ

賦
し

で
も
不

正
な

る
統

計

の
利
田
川
は
価
世
人

を

し

て

「
統
計

賦
よ
り
何
事

に

で

も

立
讃

し

得

べ
し
」
と
言

ふ
非
難

や
「
肚
會

に
三

つ
の
嘘
備

が
あ

っ
て
、
必
要

の
嘘
儒

、
狡
猾

な

る
嘘
備

及

び
統
計
」

鋤

と
言

ふ
諧

謔

を
登

せ
し
む

る
結

果

と
な

る
。
勿

論

、
N
需

オ

は
、

こ
の
問
題

に
射

し
て
、
磨

酬
し

て
み

る
が
、
統

計

調
.査

に
於

て
ふ
先

づ
第

一
に
、
調
査
結

果

の
確
實
性

と

信
頼
性

と

を
確
保

す

る
事

は
㍉
最

大

の
要
件

で
あ

る
。

統

計

的
研
究

が
、
科

學

的

目
的

に
あ
ら

う
と

、
ま

た
国
家

の
方
策

樹

立

の
基

準

を

目
的
と

す

る
も

の
で
あ
ら

う
と

鋤

も

、

そ

れ

を

し

て
十

分

な

る
慣

値

あ
・ら

し

む

る

は

、

統

計

調

査

の

精

確

を

出

登

鮎

と

す

る

。

國

勢

調

査

に
謝

し

て

も

之

止

同

一
の
事

が

言

ひ

得

ら

れ

る

。

(
註

一
)

国
勢
調
査

の
対
象
は
静
態
人
口
の
み
に
限
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
定
説
が
存
在
し
て
み
る
詳

の
も
の
で
に
な

い
。

之
を
事
實

に

つ
い
て
見
る
に
、近
来
各
国

の
國
勢
調
査

に
於

て
、
住
居
、
住
居
地
を
も
併

っ
て
調
査
す
る
場
合
も
多
く
、更
に
廣
く
、
農
業
調
査
叉
は

蘂

調
査
も

〉
㈹
重

…

;

.　

又
空

費

喜

。
.5頃。!

呼
ぶ
例
も
あ
る
岬

國
勢
調
査
の
實
際
無

し
て
見
る
場
合
・
馨

合

が

其

の
中
心
を
な
し
て
み
る
事
は
否
定
出
来
な

い
と
思
ふ
。
從

っ
て
暫
ら
く
國
勢
調
査
を
以

っ
て
人
口
静
態

に
附
す
る
統
計
調
査

で
あ
る
と
見

て
置

く
や
荷

ほ
.人
口
静
態

に
つ
い
て
如
何
な
る
事
項
を
調
.査
す
る
も

の
で
、あ
み
か
、
其

の
範
園
も
亦

一
定
し
て
み
る
諜
で
は
な

い
。
勿
論
、
国
際
統
計

財 部 博 士 、 失 業 者 統 計 概 論 、 経 済 論 叢 第 二 十 巻 第 五 號 九 頁 。20)
21)財 部 博 士 、 統 計 の 誤 謬 に 就 き て 、纏 癖 論 叢 第 二 十 五 巻 第 四 號 四 三 五 一 四 七 四

頁 に 於 て 、統 計 に 於 け る 種 々 な る 誤 謬 に つv・ て 評 論 され で る る 。Winkler,W・ ・
1.dgtdieStatisしik,A119・Stat.Archiv.ig・Bd.3・1{eft・Ig29.S.327ff.に:

於 て も統 計 に 於 て 見 ら れ る誤 用 に つ い て 論 述 し て み る 。
22)Zizゼk,E,FunfHauptproblemederstatic[ischenA:1:etlloclenlehre,Ig22中 第 一if.



協
會

に
於

て
、
國
際
的
比
較

の
目
的

上

、

皿
定

の
調
査

事
項

を
規
定

し
、
多

く

の
國

に
於

て
は
、
之
を
41
心

に
し
て
、
調
査
事

項
を

決
定

し

て
み

る

が
、
必

ら
ず
し
も
常

に
之

に
合
致

し
トて
る
る

の
で
は
な
く
、
各
國

の
事
情

に
賑

じ
、
叉
同

一
園
内

に
於

て
も
献
會
状
態

の
攣
遷

に
雁

じ
て
、時
間
的

が

に
促
音
心
に
綱
木
且
事
項
を
決
定

し
て
み
る
。

こ
恥

は
承
認

し

て
差
支

へ
た

い
事

で
あ
ら

う
。

し

か
し
勿

論
、

こ
れ

に
は
限
界

が
な
け
把

ば
な
ら
な

い

ぼ

の

で
あ

っ
て
、

こ
の
問
題

に

つ
い
て
は
他

の
機
會
た

考

察
し
度

い
と
思

ふ
。

国

勢
調
査

に
よ

っ
て
得

ら

れ

る
統

計

は
、
譲
態

人

口

に
關

す

る
大

量
観
察

の
結

果

に
基

く
数

字

の
集
團

で
あ

っ

て
、

こ
れ
を
統
計

系
列

と

し

て
表
草

す

る
場
合

、
各

個
別

の
観

察

単
位

か
ら

成

る
数
列

と

.
各
個
別

の
観
察

軍
位

・ど
、

歪

の
方

法

で
統
合

し
、

.、
の
統
合

禮

か
ら
成

る
数

列

と
が

あ

る
。
前

者

は
艦
性

別

に
よ

る
統
計

系
列

の
如

き

も

の
で
あ

り

、後

者

は
職
業

分
類

別

に
よ

る
統

計
系
列

の
如

き
も

の

で
あ

ろ
。
職
業

の
観
察

箪
位

は
、
ム
ー
日
の
國

勢
調

査

に
於

て
は
、
数

萬

種
類

に
達

し

て
み

る
が

、
之
を
各

個

別

の
観
察

電
位

に
從

っ
て
数

列

を
作

る
事

は
困
難

で
あ

る
許

b

で
は

?

、
賞

用
的

で
も

な

い
か
ら

、
例

へ
ば

各
種

の
商

業

的
職
業

を
統

合
し

、
商

業

と
言

ふ
抽

象

的

上

位

類

型

と

し

て
部

分

大

量

を
構

成

す

る

の

で
あ

る
。

若

し

之

を

百

分

比

で
示

す

な

ら

ば

、

比

率

の
統

計

系

列

ゲ

齢

∴

μ

5

」

こ

れ
專

ば

t

.・・司

.
、

覧爵

、

司

一
」
轟

舜

こ
於

"

.ミ
各
頁

…

頻
紋

二

'「

・
」て
設

、
塩

辛

叢

可

『

-

司

-
▼
」

-

「
.

一
「
「

あ

る
。
国
勢

調
査

に
於

て
は
、
観
察

時
鮎

慧
二

定

し

て
み

る
の

で
あ

る
か
ら

、
異

な

る
時

に
於

け

る
大

量

の
統

計

系

列
即

ち
時

系
列

の
存
在
は
考

へ
得

ら

れ
な

い
の

で
あ

る
。
國
勢

調
査

に
於

け

る
時

系
列

は
、
少

な

く
と
も
時

を

異

に
す

る
二
回
以

上

の
国

勢

調
査

の
結

果

に
待

た
な

け

れ
ば
な
ら

な

い
の

で
あ

る
が

、
其

の
統
計
系

列

に
於

け

る

大

量

は

、
同

一
種
類

の
も

の

で
は
あ

る
が

.
し

か
し
異

な

る
時

に
於

け

る
個

別

の
大

量

で
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

ま

た
場

所

を
異

に
す

る
大

量

の
統
計
系
列

は
、

一
地
域

を
小
風
域

に
分
割

す

る
事

に
よ

っ
て
、

一
回

の
国
勢

調
査

国
勢
調
査
の
性
質
に
就
て

第
三
十
四
巻

七
三
一

第
四
號

一
〇
七

23)
24)

25)

酪 。諜 綿 密斐.kann1.5.製£・31購 囎!"劉1召 ・
Thompson,W,,ATgricul【uralCensus(∫1⊃umalofthe

I85胤Nerschmann,0.,Dieen,Society.March.1α ≒P・
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国
勢
調
査

の
性
質
に
裁

て

第

三
十
四
巻

七
三
二

第

四
號

一
〇
八

に
於

て
、
之

を
得

る
事

が
出

來

o
が

、
各

小
匠
域

に
於

け

る
大

量

は
、
同

一
種

類

の
も

の
で

は
あ

る
に
拘
ら
す

、
全

く

別

個

の
も

の
な

の

で
あ

る
。
大

量

の
存
在

す

る
時
及

び
場

所

の
異

な
る
事

に
關
係

な

き
統
計

系
列

と

、
同

一
種
類

の
大

量

で
は
あ

る
が
、
異

な

る
時

、
異

な

る
場
所

に
於

け

る
も

の

、
統
計

系

列
と

は

、
其

の
性
質

上
、
根
本

的

に

鋤

颪

別

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

國

勢

調

査

の
任

務

は

、

そ

れ

が
統

計

調

査

で
あ

る
限

り

、

時

系

列

並

に
場

所

系

列

の
問

題

と

は

猫

立

に

、

ロ
バ
だ

騒

量

)

口
↓
巨
ζ
」乱
、
〆
沼、o
駐

'詞さ
'ロ

〆諺
語
p

'ζ
⊃
篇
首

り
「旧沁
』」
噸一
意

つ
.
r
㎞秘
事

農

、

]

り
瑠̀

川

口日『L肱
陣ρ
一憲円
崔

=
四
」
＼
りb
ド

セ

謬

艇

0

鷹

.彗
層溺

,.祀
r
レ
.
曙哩
門門、」り
呼曜
レぐ
卯
㎎
哩
鵠
ド㌍.顔
.し
十
凱
.此人
一
筋

㎡

憎

出
門
凶規

ノ〆
「

,も
イ

主

脚障
　f

「ノζ港

石

一
書

♂
、、
・,
一撃、!,

以

っ

て

足

る

の

で

あ

る
。
乍

併

、
「
大

量

の
構

成

を

示

す

統

計

系

列

」
は

時

系

列

又

は
場

所

系

列

と

全

く
無

闕

係

で

あ

る
と

言

ふ
の

で
は

な

く
し

て

、

寧

ろ
極

め

て
密

接

な

る
關

係

に
立

っ

て

る

る

。

こ

れ

は

統

計

的

研

究

に
劃

し

て

素

材

を

提

供

す

る
も

の

で
あ

り

、

そ

れ

を

目

的

と

し

て
初

め

て
存

在

の
慣

値

あ

る

も

の

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
。

四

統

計

調

査

は

何

れ

も

大

量

観

察

の
対

象

を

肚

會

大

量

に
求

め

て

み

る
が

、
国

勢

調

査

に
於

て

も

、
大

量

観

察

の

対

象

は
肚

會

大

量

の

一
種

で
あ

る
腱

の
人

口
静

態

大

量

で
あ

る
。

帥

ち

國

勢

調

査

は

、

一
定

時

鮎

、

一
定

場

所

に

於

け

る
人

口
大

量

を

、

其

の
標

識

(ン
目窪

§

邑

に
從

っ
て
大

量

観

察

す

る
も

の

で
あ

洛
。

肚

會

大

量

は

、
同

一
種

類

に
属

し

て

み

る
が

、

全

く

別

個

の
観

察

軍

位

の
集

團

か

ら

成

り

立

っ

て

る

て

、

そ

し

て
各

個

の
観

察

単

位

は

そ

ゼ

れ

そ

れ

現

實

的

存

在

で

あ

る
・

例

へ
ば

國

勢

調

査

に
於

て

、

人

口

の
調

査

標

識

を

其

の
罷

性

(禮
性
は
、
辮
性
と
し
一「、把

へ
得
る
も
の
で
は
な
(
、
人
口
の
標
識
と
し
て
の
み
意
味
を
育
ち
、
自
然
物
と
し
て
の
器
性
を
考

へ
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。)
に
求

め

る
な

ら

ば

、

一
定

時

鮎

、

一
定

場

所

に
於

け

る
人

口
大

量

が

髄

性

別

に
調

査

さ

れ

、

そ

し

て

各

個

の
観

察

軍

位

は

そ

れ

ぞ

26)
27)

28)
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虹
現
質
的
の
も
の
で
あ
る
o
之
に
対
し
て
､
他
方
､
非
敢
骨
大
草

言

も
の
＼

存
在
が
考

へ
得
ら
れ
る
'}
こ
れ
は

同

義

象
物
を
反
覆
観
測
し
て
得
た
る
結
果
の
集
圏
で
あ
る
.
例

へ
ば
同

一
の
星
へ
の
距
離
を
反
晩
観
測
し
て
得

il
TO
諸
値
の
集
団
の
如
き
も
の
で
あ
る
0
屋
へ
の
距
輝
の
異
質
の
伍
は
､
理
論
上
'
只
だ

一
個
の
み
存
在
す
る
告

の
も
の
で
あ
る
が
'
経
験
の
示
す
露
に
従

へ
ば
､
専
ら
観
測
器
具
並
に
観
測
者
の
服
の
不
正
確
に
塞
き
琢
期
せ
ざ

る
観
測
誤
差
が
生
す
る
虜
め
に
､
幾
多
の
異
な
る
蔵
が
出
て
埜

O
の
で
,ヤ
O
.
異
質
の
値
は

一
個
-
笥

有
得
小甘
-

い
の
で
あ
る
か
ら
'
多
-
の
者
は
偶
然
誤
差
を
件
ふ
伍
な
の
で
あ
る
O

同

一
封
象
物
の
観
測
回
教
を
増
大
す
れ
ば
す
t･･｡
ほ
ど
,.
其
の
年
均
櫨
に
障
近
し
tL.J
や
β
値
の
磯
現
回
数
が
事
-

L･B
も
P
其
の
や
均
儀
を
J
中
心
に
L
T
b
判

粥
的
与
誤
差
が
分
布
す
る
事
を
尊
兄
す
る
0
枚
に
同

一
判
象
物
を
反
覆

観
測
し
て
､
大
量
の
観
測
値
を
求
め
る
の
は
'
晃
賓
の
値
'
少
.Aは
-
と
も
之
に
最
･W
近
似
の
値
を
発
見
せ
ん
が
薦

め
で
あ
る
｡
然
る
に
統
計
調
査
に
於
で
､
大
愚
の
敢
骨
現
象
を
教
案
す
る
の
は
､
之
と
全
-
事
情
を
典
に
し
て
ゐ

る
O
敵
骨
現
象
の
観
察
に
於
て
も
'
観
察
誤
差
の
絶
対
に
卑
じ
な
い
事
は
保
護
し
得
L･b
い
け
れ
ど
も
･.
観
察
畢
位

に
於
け
る
観
客
誤
差
の
存
在
を
濠
想
L
t
そ
し
て
正
と
負
と
の
南
面
に
於
け
る
観
察
誤
差
を
粕
殺
し
去
る
薦
め
に
､

敢
骨
現
象
の
大
量
観
察
を
術
ふ
も
の
で
は
な
い
｡
既
に
遇
べ
た
が
如
-
､
統
計
調
査
に
於
け
る
観
察
単
位
は
何
れ

も
現
賓
的
存
在
で
あ
っ
'rJ
'
こ
の
各
個
の
観
察
単
位
を
精
確
に
把

へ
る
事
こ
そ
統
計
調
査
の
任
務
な
の
で
あ
る
｡

そ
の
日
駒
か
ら
言
っ
て
､
調
査
の
四
要
素
の
規
定
が
存
在
の
理
由
を
有
つ
の
で
あ
る
.
換
言
す
れ
ば
統
計
調
査
は
'

現
賃
的
存
在
で
あ
る
匿
の
大
量
の
観
察
畢
棟
を
'
観
察
誤
差
の
危
険
を
避
け
'
橿
め
て
精
確
に
調
査
す
る
も
の
で

あ
る
.
要
す
る
に
統
計
調
査
に
於
け
る
大
豊
は
､大
量
観
察
法
に
よ
っ
て
､観
察
し
碍
た
る
現
賓
の
観
客
単
位
の
集

助
勢
調
査
の
性
質
に
裁
て

第
二
宇

四
番

七
二
三

第
拭
教

1〇
九

せて論 じてゐる折か ら見て 大ヽ髄､解析的統計につ いて論 じてゐるもの と寮
せ られ る｡(拙評統計的や数値諭九貢以下参照JIo

鮎を詳論 されてゐるO



囲
勢
調
査
の
性
質
に
就
て

第
三
十
四
馨

七
三
四

第
四
粧

〓

C

圏
で
あ
る
0
こ
の
車

は
'

統
計
調
査
の

1
種
で
あ
る
匿
の
国
勢
調
査
に
も
'

そ
の
ま
～
督
放
る
.

統
計
調
査
は
'何
故
に
'大
量
の
社
食
現
象
を
調
査
す
る
の
で
あ
る
か
-
こ
の
間
題
は
'
統
計
調
査
そ
の
者
と
は

狗
立
の
関
係
に
立
っ
て
ゐ
て
'全
-
別
個
の
観
鮎
か
ら
答

へ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
O
即
ち
統
計
調
査
の
任
務
は
'

輿

へ
ら
れ
た
る
赴
骨
大
量
現
象
を
精
確
に
観
察
し
'
其
の
結
果
を
統
計
と
し
て
示
す
事
に
塞
き
で
ゐ
る
の
で
あ
る

か
ら
Ⅶ
こ
の
間
魅
は
､
か
～
る
大
量
を
利
用
す
る
日
的
'
換
言
す
れ
ば
統
計
的
研
究
の
立
場
か
ら
諭
ぜ
ら
る
可
き

も
の
'で
あ
る
0瀕
す
る
に
か
ゝ
る

大
嵐
は
'統
計
的
研
究
上
何
故
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
か
の
問
題
を
解
決
す
る
に
在

る
｡
統
計
的
研
究
に
於
け
る
大
量
は
､
統
計
調
査
に
於
け
る
大
量
と
は
'
全
-
別
個
の
意
味
を
弔
っ
て
ゐ
る
苛
を

川

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
統
計
的
研
究
は
'
敢
骨
現
象
の

1
個
膿
に
按
る
事
を
排
し
'
敢
骨
現
象
の
集
圏
或
は

敢
骨
大
量
現
象
に
基
い
て
の
み
な
さ
れ
る
｡
統
計
的
研
究
は
'
統
計
調
査
の
結
畢
&
提
供
す
る
庭
の
統
計
を
素
材

と
し
て
の
み
可
能
的
に
行
は
れ
る
.
こ
れ
統
計
的
研
究
の
要
求
で
あ
-
'ま
た
自
除
の
研
究
方
法
に
封
す
る
統
計
的

研
究
の
特
色
で
あ
る
｡

然
ら
ば
統
計
的
研
究
は
､
何
故
に
其
の
研
究
の
封
象
と
し
て
赦
骨
現
象
の
大
量
を
必
要
と

す
る
の
で
あ
る
か
っ

敢
骨
は
多
教
の
人
額
の
集
園
で
あ
る
｡
こ
の
敵
骨
に
於
け
る
多
教
の
人
頬
の
行
慮
並
に
其
の
結
果
を
敢
骨
現
象
と

耕
し
て
ゐ
る
.
そ
し
て
統
計
的
研
究
は
'
賓
に
こ
の
融
骨
現
象
の
本
質
､
換
言
す
れ
ば
社
食
現
象
の
方
向
と
頚
さ

■

と
を
鮮
明
に
す
る
事
を
目
的
と
し
て
ゐ
る
｡
敵
骨
に
於
け
る
多
軟
の
人
類
の
行
男
並
に
其
の
結
果
は
決
し
て
一
律

で
は
ぢ
-
千
差
寓
別
で
あ
る
｡
人
類
は
'
各
人
に
許
さ
れ
た
る
範
囲
内
に
於
で
'
自
由
に
行
動
す
る
事
が
出
来
る

か
ら
で
あ
る
.
個
r･
の
人
間
は
'
敢
骨
の
l
構
成
分
子
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
'
決
し
て
典
型
的
な
る
赴
食
入

30) 蝿JlI虎三氏､大袋に就いて､経所論故.第三十 一一籍第六戟八〇頁以下及び測
るべき大兵､経潜論叢､敬三十こち替第三既一一酎くつ｢貢以下に於て､大量 に二様
の意味ある事 を詳論 されてゐるG



を
正
し
ぐ
表
示
し
て
ゐ
・
・
の
で
な
い
.
從

っ
て

一
個
入
の
行
憂

は
其
の
輩

を
・
如
何
に
詳
細

に
窶

し
て

も
、
書

現
象
の
本
妻

は
典
型
的
肚
會
現
象
を
理
解
・
得
な

い
の
で

あ
・
・
例

へ
ば

福

人
の
婚
姻
年
齢
姦

察
し
て
も
、
之
耗

曾

於
け
・
実

類
の
典
型
的
婚
姻
年
齢
で
あ
・
と
華

・
者
は
誰
も
な
い
で
あ

ら
う
・
事

實
、
婚
姻
年
齢
は
各
人
に
於
て
大
い
に
相
違
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
ミ

に
於
て
、
杜
會
現
象
の
本
質
を
把
握
す

・
に
は
、
肇

論
の
援
用
に
よ
っ
て
、
其
の
審

に
於
け
美

景
の
肚
會
現
象
を
饗

す
る
必
要
が
生
乳

確

率

論
は
、
観
察

数

の
増

大
す

れ
ば

す

る
ほ
ど

、
有

り
得

べ
き
値

に
盆

ヨ
接
近

す

る
事

を
敷

へ
て
る

る
。
例

へ
ば

一

纏
會
に
於
け
る
天
晴
の
婚
姻
年
齢
を
覗
察

し
、
与
寛

暴

い
て
油
膜
的
婚
姻
年
齢
父

旱

壽

調
薬

当

課
9
ξ

∴

尉
、
・r
れ
隠
題

の
剃
轡

に
腰

て
漏

も
、n
り
褐

べ
き
婚
姻

年

齢
又

は
典

型

的
婚

姻

年
齢

歯
衷

示

し
一・迦
ρ
る

も

の
お
熱
、蘭

は
な

け

れ
ば
な
ら

な

い
。

省

ほ
杜

會
現
象

は
、
場

所
的

に
大

い
な

る
相
違

が
あ

b
、

ま
た
時
間

的

に
大

い
に
登
展

す

る
も

の
で
あ

る
。
人

類

の
生

活

し
て

み

る
風
土
並

に
人
類

の
血
管

を
流

れ

て
み

る
人

種

の
血

液

は
、
入
間

を
個
人

と

し

て
で
は

な
く
、物

肚
會

の
構

成
分
子

と
し

て
観
察

す

る
場

合

、
砒
會

現
象

に
謝

し
て
、
場
所

的

に
、
人

な

る
特
質

を

附
興

し

て
る

る
。

例

へ
ば

我
国

と
外
國

叉

は
我
国

内

に
於

て
も

、
都
市

と
田
舎

と

は
婚

姻

年
齢

の
傾
向

を
大

い
に
異

に
し

て

み
る
。

次

に
同

一
場

所

に
於

て
も
祉
會

現
象

は
大

い

に
登

展
を
続

け

て
み
る
。
自
然

界

に
は
歴
史

は
な

く
、
ム
ー
日
も
荷

ほ

数
千

年

の
昔

と
同

一
の
状
態

を
持
続

(若
し
之
に
も
腰
輿
的
螢
展
が
有
る
と
し
た
な
ら
ば
、之
は
人
類
の
カ
に
買
う
て
み
る
)
し
て
み

る

に
反

し

て
、
人

類
肚

會

は
不

断

の
登
展

を
遽

げ

つ
～
あ

る
。
古

代

の
肚
會

と
今

日

の
肚

會

と
は
凡

ゆ

る
黙

に
於

て

鋤

生
活

の
標
式

を
異

に
し

て
み

る
。

こ

、
に
於

て
統

計

的
研
究

は

、
其

の
研
究

対
象

と

し
て
、
場
所

的
並

に
時

間
的

囮
勢
調
査

の
性
質

に
轟耽
て

第

三
十
四
巻

七
三
五

第
四
號

一
一
一

3エ)

32)

33)

Mayr,G.,a.a.o.,S.i6,
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…国
勢
㎝調
査
の
性
質
に
就
て

第
三
十
四
巻

七
三
六

第
四
號

一
一
二

肚
會

大
量

の
存
在
を

要
求

し

て
み

る
。
從

っ
て

こ
の
要

求

に
癒

す

る
薦

め

に
、
統
計

調
査

は
杜

會
大

量

の
場

所
的

並

に
時
間

的
観
察

を
問
題

と
し
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
事

に
な

る
。
国

勢

調
査

も

、
其

の
實
査

に
當

っ
て

.
調
査
匠

劃

を
設

け

て
、
場

所

的
観
察

を
行

び

、
ま

た
回
蹄

的

に
、
時

間
的
観

察

を
行

っ
て
み

る
の
で
あ

る
。

統

計

的
研
究

が
、
其

の
研
究

対
象

と

し

て
、
場
所

的
並

に
時
間

的
吐

會

大
量

現
象

を
要
求
す

る
の
は
、
右

に
述

べ

九
が
如

き

理
由

に
基

く
も

の
で
あ

り
、
ま

た
統
計

的
研
究

に
於

け

る
大
量

の
意
味

も
、
確
率

論

の
基
礎

に
立

っ
て

の

み
了
解

さ

れ

る
も

の

で
あ

る
。
尤

も
統
計

調
査

に
於

け

る
大

量

と
統

計

的
研
究

に
於

け

る
大

量

と
は
.
概

念

上

.
斯

く

の
如

く
匝

別

す

る
必
要

が
あ
り

、
ま
た
統

計

調
査

に
於

け

る
大
量

は
、
直
ち

に
統
計

的
研
究

の
研
究

樹
象

と

し

て
、
大
量

た

る
儂

値

を
有

す

る
も

の
と
は
限

ら
な

い
の

で
あ

る
が
、
統
計

調
査

は
統
計

的
研

究

を
豫

恕

し

て
實
施

せ
ら

れ

る
も

の

で
あ
h
・
(国
家
の
最
終
の
目
的
は
、
政
策
樹
立
の
基
準
と
し
て
、
統
計
的
研
究
の
結
果
を
利
用
せ
ん
と
す
る
に
あ
ら
う
が
)
、

ま

た
統
計

的
研
究

は
統

計
調
査

の
結

果
を

利
用

せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ

を
か
ら
、

爾
者

は
極

め

て
密

接

な

る
關
係

に
立

っ
て
る

る
。
從

っ
て
統
計

調
査

に
於

け

る
観
察

畢
位

並

に
観

察
軍
位

の
有

つ
標
識

は
、
統

計
調
査

の
技

術

上

可
能

な

る
範

園
内

に
於

て
、
統
計

的
研
究

の
目

的
が
要

求
す

る
庭

に
癒

じ

て
、
確

定

す

る
場
合

が
少
な

く
な

い
。
・

国
勢

調
査

も
統
計

調
査

の

一
種

類

で
あ

る
限

り
、
其

の
任
務

と

す

る
庭

は
、
人

口
統

計

研
究

の
目
的

と
接
鯛

を

保
ち

つ
、
、
静

態

人

口

の
精

確

な

る
大

量
観
察

に
よ

り

.
人

口
静

態
統

計

を
作

る

に
あ

る
。

こ
れ

に
は
、
調
査

の

四
要
素

の
規

定

に
從

び
、
人

口
及
び

人

口

に
於

け

る
諸
標

識

の
概

念

的
定
義

、
調
査

標
式

並

に
調
査
時

期

を
適

當

に
決
定

し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
こ
れ
等

は
国
勢

調
査

に
於

け

る
方
法
及

び
技
術

全
般

に
亙

る
大
問

題

で
あ

っ
て
、

別

の
機
會

に
考
察

す

る
事

と
す

る
。


